
糠
●

マ
ル
ク
ス
氏
鯨
剰
債
値

読
の
評
論

・

我
邦

の
所
得
税

を
論
ず

・

奴
隷
制

と
賃
労

働
制

・

累
進
税

の
根
族

に
就

い
て

植
民
政
策
上
`
り
観

た
ろ
委
任
統
治

・

小
作
制

と
小
作
法

批
會

の
團
結

の
減
衰

.

.

.馳

.

海
運

に
於

け

る
競

争
と
濁
占

・

蕾
尾
張
藩

に
於
け

る
地
割
制

厚

」

財
産
税

と
國
富
統

計

・

開
城
簿
記

の
起
源

に
就

て

・

・

渋
墨
博
士

田

島
…

錦

治

注
學
博
士

融

戸

正

雄

注
學
博
士

河

上

筆

法
學
樽
士

小

川

郷

太

郎

法
學
樽
士

山

本

美

越

乃

華

里

河

田

嗣

耶

、

文

學

士

高

田

保

馬

法

學

士

小

島

昌

太

郎

農

學

士

奥
.

田

…

践
-

法

學

士

汐

見

三

郎

`
法

學

士

大

森

研

造



我
国
の
所
得
酷
な
論
ず

我

邦

,
の
所

得
.税

を

論

ず
第
十
四
巻

(第

【
號

二
四
)

二
四

、

帥

戸

正

雄一
一

　

緒
.

言　

…
視
羅

理
義

野

下
の

一
大
懸

で
、
政
府
も
其
必
響

認
め
て
・
,警

に
調
査
會
護

げ
て
研
究
せ
し
め

.

て
居
。
。
今
ま
た
奉

洋
會
議

の
結
果
ε
シ

、
海
軍
縮
少
が
聾

に
な
り
さ
う
に
な
り
、
其
爲
め
欝

整
理
の
氣

蓮

を
促
進

し
た
。
多
分
、
面
も
な
蔵

案
も
出
来
、
實
行
の
緒

に
も
着

こ
ε
恵

ふ
.
併
し
其
最
後
の
決
定
案

が
何

ん
な
も

の

ご
な

る
か
、
其

に
は
色

々
の
人

の
考

が
混

じ

、
諸

々
.の
機
關

を
通

ほ

っ
て
行
C

こ
ご
で
あ
る

か
ら

毒

見
當
・
づ
け
・
・
晶

出
來
な
・
.
け
れ
葛

蓋

多
分
・
ん
・
・
完
舎

・
て
満
足
な
も
の
で
は
な
か
ら

　・フ
轟

像
す
る
。
た

y
其
が
從
來
よ
暫

よ
り
頁
庵

る
・
喬

け
は
期
待
す
る
・
ε
が
出
乗
る
で
あ
ら
う
・
そ

「
・
器

蓮

諺

で
あ
…

ふ
窪

・
。り

夏

人
々
の
意
見
の
相
違
に
も

よ
り
て
生
じ
》
客
欝

…
に
傘

冷
野

老
ふ
れ
ば
肇

三
蕩

た
も
の
も
反
諜

も
共
に
舞

の
笙

が
あ
っ
・
・
蕎

・
甲
乙
を
つ
励

ぼ

・
の
事
で
磐

、
肇

を
以
・
太
し
・
不
楚

の
も
の
・
も
・
ひ
得
・
い
三

ふ
・
ξ

あ
る
・
が
叉
ぎぐ

…
卒

に
見

て
確

か
に
、
成

案
不

當
な
り

こ

い
ふ

べ
き

こ
ご
も
あ
ら

う
。
其

は

之
を
定

め
る
の
に
關
偏
す

る
人

々
の
意

一
見
・
調
・
・
計

つ
・
こ
あ

爲
・
連

想
通
-
に
な
ら
な
か
つ
を

・
ふ
の
に
因

る
の
で
・
F
2

し
て
其
意
見
の

(

0

9



　塵

々
に
な
る
の
は
此
租
税
が
各
人
に
各
様

の
利
害
關
係
を
有
す
る
所
で
あ

っ
て
、
人
は
多
く
此
自
己
又
は
自
己
に

遊

、.
者

の
利
害

に
梶
は
れ
勝
の
も
の
で
あ
b
、
共
和
盆

に
反
す
る
に
獲
て
響

か
理
屈
を
附
け
て
反
掌

る
が
爲

ラ

「め
で
あ
る
。
ゆ
其
も
租
挽
に
完
全
無
缺
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
容
易
に
反
射
も
出
家
な
い
が
・
不
幸
に
し
て
奮

ゆ

皿
…
る
相
槍
が
何
等
か
の
鍛

・
有
・
、禽

圭

當
愚

・
る
ヒ

の
に
て
・
何
等
参

肇

材
讐

も

つ
所
　

・

…
反
響

繕

た
藍

と

し
、
反
巻

ん
が
爲
・
呈

を
駄

奨

的
・
誇
張
し
て
指
摘
し
・
飽

迄
も

反
掌

…
、
。
磁
晟

案
を
得
る
傍

・
萎

脇
差

り
調
和
差

つ
・
不
楚

・
も
の
が
崇

上

る

三

ふ
こ
忌

な

.

る
.
縛

に
上
に
い
ふ
如
き
反
認

　

己
・
利
繕

反
す
・
麓

・
の
反
響

・
.財
政
霧

が
ポ

碁

っ
て
租

穂

に
よ
り
寿

・

・
き
も
・
奨

・
C
・
か
・
・
　

ば
・
・
ん
な
掻

烈
で
な
い
・

こ
嘉

出
秀

で
あ
ら
ジ

渉

、
委

に
、
て
倉

。
履

舞

が
可
な
り
太
い
一、
あ

爲
・
・
、
夫
の
人
・
を
・
三

態

會

反
謝
せ
レ

一
め
て
、
理
想
案

の
成

立
を
妨
害
す

る
こ
ご

玉
な

る
。

…
事
態
斯
の
㌍

で
あ
る
か
ら
、
私
昊

の
成
書

塁

欝

値
を
認
・
な

い
氏

ふ
程
で
は

な

い
に
せ
よ
塵

究

の
立
場
ご
し
て
は
掌

心
も
事

を
置
か
な
い
。
唯
だ
現
行

の
籍

　

も
讐

莚

ん
だ

も

の
ε
し
て
・
又
.

…一
の
璽

こ
し
て
見
や
・フ
ご
思
・
。
勿
聾

の
冑

含
・
・
最

・
の
・
撮

膣
の
篁

息
を
表
す

る
も
あ
る
・
.併

…
し
之
高

瞥

轟

の
私
見
を
も

つ
も
脅

、
更

ら
・
中
立
的
の
態
度
を
持
し
た
も
の
も
あ
る
・
面
し
τ
又
現
行

…
制
。
於
。
整

を
要
す
べ
・
も
の
・
し
・
整

案
が
之
姦
.
て
し
な
か
っ
た

・
妥

叢

与

る
黙
も
多
々
あ

.

我
國
。
所
得
撃

撃

第
+
四
巻

釜

號

二
五
)

一「五

「

響



残
國
の
所
得
華

華
.
.

第
+
四
巻

(第

一
號

二
六
)
.

二
六

一
る
.
私
は
今
私
の
畠

な
る
発

の
立
場
に
於
て
現
行
麓

の
蓉

を
試
み
、
整

案
の
批
評
・
も
及
ぱ
う
恵

一
ふ
。
尤
も
改
正
業

に
つ
い
て
は
其
立
案

に
關
係

し
た
る
者

の
立
場
を
考
慮
し
て
、
其
成
立
の
妨
害

に
な
ら
澱
程
度　

一
の
批
評
を
駕
す
に
止

め
る
。
爾
ほ
比
論
許
に
於
て
政
府
脚
り
得
た
る
幾
多
重
要
な
る
材
料
を
基
礎
ε
は
し
た
が
、

.

併
し
其
材
料
は
秘
密
を
要
す

る
も
の
少
か
ら
ず
ご
の
事

ゆ

へ
、
其
は
凡

べ
て
之
を
指
摘

せ
す
、
田
[來
る
だ
け
純
理

一
論
的
に
論
評
す

る
こ
ε
に
し
や
　
ご
思
ふ
・

私
は
是

よ
り
以
上
の
趣
旨

に
て
日
本
の
現
行
の
各
税
の
論
評
を
爲
さ
う

ε
思

ふ
。
そ
し
て
其
に
は
各
税
の
殿
達.

#

に
構
造

の
要
黙
を
も
附
記
し
て
参
考
に
供

さ
う
ご
思
ふ
。

隔

第

一
段
.

本

邦

所

得

税

事

情

其

一

本

邦

所

得

税

の

穫

達

我
邦

の
所
得
税
は
明
治
二
十
年
(西
暦

一
八
八
七
年
)
の
制
定
に
係
り
、
其
後
向
三
十
二
、
三
十
四
、
三
十
八
年

天

正
二
、
七
年
等
の
改
正
を
輕
て
、
最
近

に
は
大
正
九
年
の
大
釜

に
よ
b
暫

を

薪

し
て
含

に
及
ん
だ
・

…

蕩

め
に
は
牧
税
額
も
極

め
轟

微
で
殆
タ

・
い
ふ
に
足
ら
霞

ぜ・
の
も
の
で
あ
っ
把
が
・
段

々
`
此
視
の
立
法

及
行
歌
よ
の
進
歩
ご
、
国
民
経
済

の
鞍
達
ご
に
よ
り
て
益

々
其
地
位
を
高
め
、
今
日
で
は
其
緬
封
額
か
ら
い
ふ
て

　
も
相
撃

か
ら
い
ふ
て
も
、
全

県

の
羅

の
中
心
差

・
量

っ
た
・
洵
・
此
税
の
農

に
適
當

な
る
鑑

■



ε
い
ふ
、べ
し
で
あ
る
。
下
に
数

字
を

以

て
之
を
示

さ

う
。

年

来

.

明
治

二
Q

同 同 同 同 同 同 同 同 局 同 同 同 同 同 同 同 同

七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一

所
得
税
牧
額

E
こ
ゼ
、
〈
昌
四

一
δ
爽

、〈
訂言

一
δ
五
内
、言
四

一
δ
〈
(
、窒

兀

一
、
=
藁
囲
…

一
、
;
三
宮
里

「
三
究

、四
四
〇

一
、
量
三
、ゼ
き

一
、完

ゼ
三
〇
昌

}
、死

六
、全

七

二
δ
九
一、(免

昌
、
昌
四
{
、
(
九
四

四
、合

0
、
[五
五

.
六
、
茜

一
、
八
空

穴
、
(
昊

・.
ゼ
〇
五

㌣

凹
を

δ

六
九

(
、
畳

「「
、
9
=

一
四
、
E
　三

兄

蟹

明
治

二
十
年
の
牧
傾

心

一
こ
し

て
各
年

の

牧
額

の
堰
加
牽

一δ一

其

二

我
国
の
所
得
税
を
論
ず

一

・

層,
二
.2「「ーー

昌
腫
力

「ーー「

西

、
ニ

ー「

税 百各
攻[こ年
額封 の
のす全
歩 ろ挽

o合 所攻
え 得矩「「一P

一
、
六

,「一
一三「「「「

四
£ーー

年

次

同 同 同 同 同 同 同

四 四 四 四 四 三 三
四 三 二 一 〇 九 八

大
正
元

同 国 同 同 同 同 肩

入 七 六 五 四 三 二

所
膏
税
段
類

同
九

(見
込

)

同

一〇
(見
込

ご

西
八
、
尺
九
、究

七

「同

=

(見
込

ご

三
妬
、
註
九
、六
四四

本

邦

所

得

税

の
、構

造

昌
三
、甕

置
、蓋
五

一果
達

=
ま
二
四

二七
、垂

0
、
言
0

冒三
、老
置
、曇
三

量

、
昌晃

、四(
耳

　三
盆
翌

、三
四

可竃
、呈

四
、0
文

尭

、
昌三

、呈
く

呂
穴
、見
識
犬

三

老

、
湿
三

、五
二(

三関

内
耳=
、0
謬

三

、謁
9

、六
く
四

盗

、
暮
雪
、砦
三

三
四
£
豊

、査
(

一室

」
発

δ
査

天
一
、
近一三
」
莞

明
治

二
十
牟
の
牧
額

葎

「
こ
し
て
各
年
の

政
績

の
堵
加
牽

第
十
四
巻

(第

「
號

二
七
}

I

E
　三1一1i

茜

盆一1[「

一
「三
盆1

異
聖
心

1
二
七
.

各

年
の
金
粉
牧
額

百
に
封
ず
る
所
得

税

攻
額
の
歩
合

「
人
君「一

一
R

(
1一1【

一三

』一

一三

、
一「

一「

■



戸

我
国
の
所
得
難

論
～

・
.

第
+
四
貧

笙

號

三
入
)

二
人
.

」↑
建

施
行
農

一

所
盤

の
蓉

地
域
・
薯

・
呆

内
地
で
・
婁

原
島
及
伊
暑

島
蕊

ふ
民
度
の
低
.

美

麗

を
墜

。
毫
霧

纏

大
開
東
州
も
右
の
地
勢

外
…

.
尤
も
轟

其
讐

は
各
・
所
窺

嘉

あ

っ
て
、
護

に
て
は
法
人
に
も
箇
人
に
・
水
撃

課
・
、
朝
鮮
奨

關
東
州
で
幾

人
の
み
に
之
を
課

し
・
規

一
定
は
大
盟
内
地

の
に
準
じ
て
定
め
ら
れ
て
居
る
。

二
納
税
義
務
者
-

く

う喰

積
欝

麓

一

森

の
溌

霧

誉

な
・
の
は
或
・
人
的
關
係
　

餐

或
は
物
的
関
係
　

來

.

る

.

.〉

吹

的
關
係
　

一

霧

誉

な
・
の
は
本
篇

行
地
出

勝

を
有
す
・
煮

2

年
望

居
所
を
有

す
る
者
で
あ
っ
て
、
其
の
法
人
だ
る
ご
自
然
人
た
を

を
問
は
す
、
琵

關
係
喬

塁

何
れ

よ
b
得
砦

も
の

.

に
就
い
て
・
義
蓼

雲

.
竃

法
人
・
合
併
・
舞

台
・
納
馨

薯

・
何
人
か

に
疑
趨

る
べ
き
で
あ
る
が

落

書

A
.併
霊

が
馨

讐

肚
の
所
得
に
つ
き
霧

め
・
誉

指
定
・
れ
・
居

・
・
此
績

挽
麓

の
便
宜

]上
　

奪

居
る
.
隻

第
二
醗

得
・
魏

藩

老
・
斐

碧

受
.・
・
者
で
あ
　

之
が
支
署

骸

蓬

關

で
あ

っ
て
、
義
務
者

で
は
な

い
。

ラ協

約
關
係
よ
り
,i

霧

者
ご
な
る
の
は
前
記
の
籏

を
解

も
の
丑
ハは
手

は
外
國
人
で
あ
ら
う
が
)

。
し
て
ロ
本
法
施
行
地
・
資
隻

は
塁

を
写

る
も
の
が
蓄

髪

響

業
塙

き
蛸

本
法
施
行
地
に
て
公

(

■



陵

、
肚
債
、
銀
行
定
期
預
隻

蛙

期
預
金
・
性
箏

享

・
弩

預
金
の
利
子
轟

を
受
く
る
者
が
苔

つ
き

…
ω
本
法
葬

地
・
本
塁

・
圭
た
・
霧

所
を
有
す
・
法
人
　

利
磐

蔽

利
息
の
配
賞

剰
馨

の
易
配
・「

…

護

利
響

く
は
剰
馨

の
庭
分
た
垂

與
ぞ

は
賞
與
の
讐

を
有
す

・
給
與
を
受
く
る
糞

其
に
つ
き
霧

…

羅

駿
舷
鯵

鰯
瑚繰
馨

難

懸

勧
蘭篇

㎜

島

す
る
も
の
は
馨

内
地
に
て
得
ら
れ
た
も
9

じ
も
之
を
羅

し
な

い
・
ε
為

す

べ
き
で
め
る
が
・
其
れ
で

髪

際
上
麓

。
鑑

を
多

か
・
し
む
・
こ
・
に
な
・
か
ら
便
宜
吉

之
を
・
鍵

・
離

す
る
こ
`
已
む
を
得

轟

麟

轄

編

且
っ
問
功
大
所
得
者
が
外
囲
在
佳
人
ε
瀦
託
し
π
其
名
義
に
て
負
捲
の
軽
減
を
計
・

漸

落
極
轟
早

く
∴

廣
蓑

薩

・
　

北
籍

府
縣
・
郡
・
市
霧

府
縣
饗

郡
組
合
・
市
町
村
誓

町
村

組

A。、
市
町
村
内
の
匠
、
羅

縣
・
獲

焉

・
部
、
北
海
道
地
方
費
・
北
逡

の
慶

爵

村
内
の
部
・
市

町

…
村
轟

組
合
、
町
村
緩

組
合
、
農

、
水
利
組
合
、
水
利
馨

蓼

、
耕
地
難

組
食

耕
地
整
羅

A。聯
合

論
、
北
海
道
土
功
組
合
、
重
霧

喬

業
馨

、
轟

鍵

同
羅

合
聯
合
會
、
森
林
馨

・
酒
離

合
・
酒
造

…
組
、.蝶

縫

尺
水
産
組
倉
聯
合
會
、
外
國
餌
海
水
鍵

蕪

海
罐

組
蒜

金
倉
、
畜
産
組

,



我
国

の
所
得

難

華

華

四
巻

(
第

一
號

.
=
一
〇
)

三
〇

合
、
畜
産
組
合
聯
合
會
、
農
會
、
.商
業
會
議
所
、
其
他
此
等

の
公
共
團
禮
に
準
ず

べ
き
も
の
・
朝
鮮
遮

塁
溌
・
關

東
州
叉
は
樺
太
の
公
共
團
燈

に
し
て
各
其
地
の
法
令
に
よ
り
所
得
税
を
課
せ
ざ
る
も
の
ご
指
定
さ
れ
た
る
も
の
。

偽
神
就
、
寺
院
、
祠
宇
、
佛
堂
及
民
法
三
十
四
條
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
る
法
人
即
ち
公
益
法
人
。

…
に
以
上
に
属
せ
ざ
る
も
特
別
の
法
令
に
よ
b
指
定
さ
れ
た
る
も
の
、
邸
ち
産
業
組
合
、
同
聯
合
會
、
同
中
央

…

漕

、
婆

組
A
ロ
、
同
聯
合
會
、
麗
容

筆

者
。
.

以
上
列
記
の
者
の
中
、
第

一
の
も
の
は
共
公
共
團
禮
た
る
性
質
上
、
第
二
種
の
も
の
は
公
益
事
業
を
奨
廊
す

る
の

趣
旨
に
よ
り
叉
は
人
民
の
信
仰
を
尊
重
す
る
の
主
旨
よ
り
、
第
三
の
も
の
は
産
業
叉
は
肚
會
政
策
上
特
に
之
を
奨

.

価
す
る
の
必
要
よ
り
、
不
課
税
こ
し
た
の
で
あ
る
。

三
課
税
物
件

〔
)A

其
積
極
的
範
團
一

ε
し
て
は
、
所
得
を
冴
っ
て
三
種

ご
駕
す
。

一
)い

第

一
種
注
入
の
所
得…

)

　

q
法
人
の
超
過
所
得
i

法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
が
其
事
業
年
度
内
、
各
月
末
孕
均
純
資
産
金
額
即

一
ち
梯
込
資
本
金
(相
互
保
険
會
肚
の
如
き
に
て
は
基
金
)及
各
種
留
保
金
の
卒
均
額
に
謝
し
年

一
割
を
超
ゆ
る
ご
き

…
其

一
割
を
超
過
す

る
部
分
。

'

偶
法
人
の
留
保
所
得
一

法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
中
、
配
當
其
他
の
威
分
を
爲
さ
す
耽
内
に
留
保
し

■



麓

遊

竃

藷

讐

雛

た
。
き
は
、
其
減
少
領
を
補
旗
す
る
に
至
る
ま
・
、
　

　

　

　

…　

寝

人
の
響

所
得
一

。
人
の
各
妻

童

・
幕

中
、.又

饒

往
・
擬

金
を
減
少
・
て
株
麦

は

、鷲

"
触

の
配
富
者
、、
は
剰
鹸
金
の
分
哩

相
互
保
隙
會
肚
の
如
き
に
て
は
　

・
尋

な
・
)
・
充

　

う

し

一

縷

人
の
鍵

所
得
一

法
合

解
散
…

揚
倉

其
甕

・
一

株
詮

暴

に
分
配
せ

ら
.ゑ

き

藤

財
鍔

贋
禦

、
解
警

時
に
於
け
る
誓

産
金
額

(　

逡

・
奎

馨

種
現

金
・
最
後
の
事
輩

～度
に
於
け
る
留
保
所
得
の
A
、計
金
題

を
超
過
…

き
及
法
人
合
併
養

・
・
る
場
盆

暮

併
會
肚
の
株
主

　
軽

砲
雑

観

株
式
叉
は
出
資
金
の
曲
込
金
額
が
被
合
併
會
斌
の
佛
込
資
本
金
、
.各
種
留
保
金
等

ラ

～

瞬

。
法
人
の
覆

一

本
法
施
行
地
に
本
変

量

・
垂

務
所
書

芸

る
法
人
の
本
簾

行
地
に

一
於
け
る
資
肇

は
集

よ
り
生
す
る
所
得

(外
國
・
人
・
髭

㈲
・
課
税
・
・
の
外
D
の
超
過
所
得
に
も
其
が
肉

塊

に
閲
す
る
だ
け
に
て
羅

せ
ら
れ
・
。
圖

㈲
・
之
藷

用
が
な
い
)・

ズ

一
右
の
中
、
外
國
法
人
に
關
す
・
も
・
は
特
別
　

の
参

し
・
法
人

・
留
保
慰

芒
霧

得
ミ

馨

交

よ
り
の
馨

を
凡
ぺ
て
箇
人
に
て
馨

離

…

主
義
・
徹
底
・
し
…

選

別
に
蓉

て
嘉

す

我
国
の
所
得
税
々
論
す

筆

四
巻

(筆

號

三

)

三
.

,



■

一
我
国
の
折
麗

な
論
チ

第
薯

至

號

三
三

三

L

B

」。
き
も
の
で
・
る
。
此
等
暑

馨

縫

　

逃
・
ご

の
で
を

か
・
で
あ
る
・
そ
し
て
審

法
人
に
て
課
す

,

一
…
る
寸、
す
れ
ば
.
累
進
裸
視
-し
い
,醤

は
往
か
す
、
霧

馨

・
あ

を
課
す
・
ξ

、に
な
る
ざ
毛

あ
る
・
唯

潜

伏
馨

量

に
之
に
霧

牽

・
輕

き
も
・
課

す
を

・
て
終
'・
・
い
ミ

蕃

の
爲
め
に
擬

金
を
故

-ら
に
多
,
す

る
,』
ε
、
な

る
恐
も
あ
・
か
ら
、
之
を
押

へ
・
だ
け
の
考
慮
窶

す
る
・
超
過
所
得
の
課
馨

至
て

.

。
、
法
人
が
葎

・
力
に
よ
り
・
人
・
・
の
馨

孟

・
・
簿

・
有
利

・
・
地
位
・
與

へ
ら
れ
た
る
こ
妄

考

　　躰
畿

蠣
職
卿繹
藻
騨
藤

鐸

騰
雛

一
く
.
箇
人
。
庭
に
て
、
+
茜

ぜ
宥
恕
し
、
法
人
に
て
皐

黎

　

も
五
割
羅

課
…

庭
よ
り
見
れ
ば
・

黄

濁
護

硯
主
善

、
箇
人
蓉

課
華

華

の
便
宜
的
折
衷
主
義
見

る
べ
き
で
あ
ら
　
.

一

路

二
種
「

は
凡

ぺ
て
便
宜
上
、
源
泉
課
撃

な
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
.一

.
俵

猛

行
地
に
て
霧

を
学

・
盆

震

、
銀
行
定
期
預
金
、
叉
・
定
期
預
金
の
貰

を
孕

る
銀

腐

金
の
利
子

(信
託
金
も
箇
々
の
馨

・
藩

・
尋

些

藻

挽
・
・
.或
・
第
一二
種
乞

て
課
繋

る
こ
ε

…
、
あ

.。
レ県

難

行
地
に
住
要

竺

年
呈

居
所
を
有
せ
ぎ

者
・
本
法
施
行
警

本
店
叉
呈

た
る
霧

所

.ぜ
有
す
る
法
人
よ
り
憂
く
る
馨

㌘

は
利
息
・
配
當
、
剰
馨

雰

配
麦

・
利
益
蒼

は
剰
馨

の
肇

た

,



…
る
賞
典
若
く
ぱ
賞
典
の
柁
質
を
有
す
る
船
具
。

　
ラ

…
楓
第
三
種
一

第
こ
種
に
庵
せ
ざ
る
個
人
の
所
得

面

人
・
外
・
よ
寝

得
…

の
・
此
に
て
綜
A。経

書

る
ム
・』
・
は
前

・
・
慈

す
・
導

需

ゑ

。

一

B
其
消
極
的
範
園

　
く

う

～

⑮
笙

痩

第
三
種
に
閲
す
・
も
の

「

馬

蹄

に
て
指
定
さ
れ
た
る
轟

・

・
塞

、
即
高

金
、
銀
、
鉛
・
亜
鉛
・
舞

文
は
ア
ル
ニ

テ

…ム
の
地
金
.
賑

の
條
、
洋
、
一7
診

ア
ソ
ク

疹

頬
擦

、
板
、
線
・
及
萱

籔

管
を
除
く
)あ

銅
の
合
金

　
。
條
、
竿
、
板
、
及
管
、
ω
汽
罐
、
原
動
機
(
欝

車
・
含
・
)
、
及
動

力
・
以

・
聾

す
る
製
鐵
の
躍

潔

継
　鷲

㌫
　講
抑藤
　鞍
　議

紬
.

を
管
藩

に
、
華

務
よ
り
生
す
・
所
得

つ
き
、
畢

・
年
及
其
畢

　

三
年
間
・

)
覧

藝

鰐

法
に
よ
り
製
肇

一

筆

・
所
得

・
・
、
開
業
・
年
及
墾

年
よ
b
+
年
間
・

肪
第
二
種
に
關
す
る
も
の
r

σ
国
債
利
子
〔勿
曹

本
の
・
限
・
)・
謬

落

勢
利
子
・

(

は
第
三
種

に
關
す

る
も

の
。

く

.

,

爾

の
幕

,馨

撃

第

+
四
巻

(第

一
號

三
三
)

三
一二

、

9



…

噛

の
覆

華

華

.

.

筆

羅

璽

號
幽
三
四
)

三
四

σ
所
得
讐

垂

碁

…

㈲
軍
人
金

牛
・
窪

手
賞

ω
扶
助
料
及
傷
婆

慰
者
の
恩

ウ

く

菱

縫

韓

、
¢
馨

、
畢
墓

、
及
法
嚢

薪

、
饗

便
貯
金
・
肇

組
合
貯
金
及
銀
行
貯
蓄

金
の
利

子
、
¢
瞥
利
婁

・
竪

・
蒔

・
覆

ω
呆

・
・
籍
・
宿
せ
裏

の
本
葬

饗

於
け

る
資

産

、
蘂

、
叉
は
繋

　

生
す
・
所
得
.
繋

馬
・
有
す
・
軍
人
が
政
府

よ
豊

島

馬
糧
・
繋
蒋

驚

」匹
保
績
圃
。

…
俘
畢

救
馨

に
よ
b
給
與
を
受
急

救
護
金
・叩
の
所
得
.

「
譲

藩

、
蒙

肇

.
軍
議

策
、
国
債
肇

、
貯
蓄
篇

盤

霞

馨

一

定
・
潟

て
居
る
・
特
に

駐

σ
の
ゆ
ε
㏄
ご
は
所
得
の
誉

上
給
付
能
力
あ
§

し
・
麗

す
る
を
不
馨

`
.認
め
孫

め
で
あ
　

の

噛

ご
は
捕
捉
の
困
難
・
考
・
、
・
　

　

蓋

除
・
…

・
し
た
・
切
・
あ
・
先

(

佃
課
税
肇

1

は
所
饗

額
で
あ
・
が
、
之
が
計
算
に
は
復
讐

る
規
定
が
あ
る
・

一

壌

所
得
の
計
騨
方
法
譲

・
罐

額
養

蓼

舞

・
憲

謹

・
有
無
に
係
か
ゑ
.

一

覧

一
種
一

σ
各
妻

年
度
の
墾

金
　

撰

盆
を
控
除
し
た
・
金
轡

依
る
こ

ξ

な
る
・
蒙

で

」は
法
人
所
得
中
に
含
ま
ξ

第
二
醗

得
及
他
・
軽

・
人
　

受
見

る
響

金
蓮

除
し
て
計
芒

菱

…
現
窪

で
は
荷
く
も
損
舞

墨

、
法
人
の
墾

な
・
も
の
で
あ
・
以
上
・
、
其

の
既

・
源
泉
に
て
課
せ
ら
発

一
ざ
否
ピ
、
他
法
人
に
て
課

せ
ら
れ
た
蕃

・
.を
問
・
す
・
課
す

…

差

っ
て
居

・
・
即
里

人
の
純
益
中
に

,



潜

ま
る
』
震

震

銀
行
定
期
蓼

の
利
子
及
他
・
雑

及
羅

斐

一

受
く
る
配
當
金
も
凡
ぺ
て
課
婁

ら

触

る
。
但
。
國
債
利
子
は
・
よ
り
除
か
る
一

ξ

　

.
、惚

・
窮

・
計
規

定
の
享

る
の
葛

綴

禽

竜

に
つ
い
て
は
各
妻

年
・
の
利
益
婁

は
剰
馨

・
依
る
こ
ξ

な
れ
・
窒

ω
本
羅

行
地
に
刺
婁

は

　主
た
る
悪

所
を
有
せ
ざ
る
芙

の
所
得
が
、
歪

施
行
警

於
・
・
資
変

鐵

よ
り
筆

る
益
金
よ
り
之

{

關
嚇
せ
る
損
金
を
控
除
↓
た

る
金
額
ε
な
れ
る
こ
ξ

で
あ
る
・

　

ラ
一
筋
第
二
種
⊥

梯
を
受
寒

き
金
額
に
依
る
・

ラ
　

マ　

…
億
第
三
種
1

に
て
は
牧
金

額
に
・
…

最

箒

響

依
・
も
・
嘉

あ
　

必
要
　

生
震

の

譲

さ
る
、
も
の
ε
別

に
之
を
認
・
ざ
・
も
2

が
・
・
。
そ
し
て
共
・
必
要

な
る
.脛
讐

し
垂

除
さ
る
壱

「得
る
の
は
、
薯

、
覆

、
肥
料
の
讐

費
、
家
畜
其
他
…

詣

料
・
仕
香

器

餐

・
原
響

叩
の
代
興

場
所
物
件
の
修
饗

叉
は
借
入
料
、
場
羇

絆
蒼

霧

・
係

・
粂

雇
人
・
給
料
・
其
他
牧
人
を
響

に
必

響

・
も
の
に
限
・
。
家
事
去

需

及
之
・
關
嚇
す

る
も
の
錘

除
し
な
い
.

1
牧
人
實

額

に
依

る
も

の

　
ズ

ラ箋

霧

、
藤

せ
ざ
・
も
の
一

賞
受

唇

興
・
性
質
・
享

・
臨

一

此
は
前
年
四
月
百

…
よ
り
其
年

三
月

末
日
ま

で

の
間
め
帙

入
金

額

に
依

る
・

b
生
産
費
を

控
除

す

も
も

の

我
国
の
所
得
税
ん
論
ず

第
十
四
巻

〔第

一號
,

三
五
)

三
五

、

■



「

我
国
の
所
得
華

華
.
.

箪

四
巻

〔第

一
號

三
六
》

三
六
-

臼
山
林
の
所
得
i

此
は
前
年
(暦
年

あ

総
股
入
金
額
言

路
轟

轟

控
除

し

た

る

金
暫

依

右

。
其

に
は
立
木
の
讐

養

っ
て
得
た
の
も
伐
採
し
て
得
た
の
も
凡

べ
て
契

る
・

伊
法
人
よ
り
受
く
る
利
益
若
く
は
利
息
の
配
雷
文
は
剰
献
金
の
分
配
一

洗
は
前
年
四
月

一
日
よ
b

葦

三
月
香

量

・
智

の
牧
人
金
額
よ
-
、
其
雰

四
・
相
賞
す
・
金
額
を
蔑

・
た
る
金
額
に
焦
る
・
そ

.

し
て
無
記
名
式
の
株
式
を
享

・
者
の
竿

・
配
當
も
亦
同
習

に
於
て
支
佛

を
受
け
た
る
金
額
よ
豊

ハ+
分
四

…
を
註

し
砦

も
の
振

る
。
法
人
の
露

が
其
退
啓

吉

持
分
の
楚

重

て
受
く
る
金
製

・
蓑

肚
當

…

瞥

於
け
。
出
資
金
額
を
超
過
す
・
妄

、
藷

過
金
額
は
其
注
入
　

学

・
利
益
の
配
當

ε
見
倣
し
・
篤

.

の
消
却
に
よ
b
支
響

学

・
金
製

其
株
式
の
彿
返
済
金
額
を
超
過
す

る
ξ

の
超
過
金
額
為

様
で
あ
る
・

そ
し
て
實
蹟

か
ら
+
分
四
を
引
あ

は
、
前
に
い
姦

人
翌

課
税
嚢

喬

人
馨

課
税

圭
誓

の
折
塁

…
義
を
探

つ
寒

い
ふ
.、
護

も
因
る
が
、
併
し
立
警

時
・
、於
け
・
藩

　

考
詫

ぱ
・
借
金
を
し
て
株

を
有

つ
者
の
少
か
ら
ざ
る
ξ

薯

虚
し
、
負
債
警

し
て
藤

を
行
書

い
ふ

ご
霞

も
依
ら
う
・

ラ俘
吸
入
豫
算
年
額
に
よ
る
も
の
(
凡

ぺ
て
暦
年
に
よ
る
)

侮
生
産
費
を
控
除
せ
ざ
る
も
の
一

俸
給
、
給
料
、
歳
費
、
年
金
、
恩
給
.
退
隙
料
及
此
等

の
性
質
を一

…
有
す
る
給
與
、
鍵

に
非
る
貸
金
の
利
子
、
#
・
第
二
雰

所
得

畢

ざ
丞

債

震

及
預
金
の
利
子

一

.

此
は
肢
入
豫
算
年
額
に
よ
る
。

'

9



ね

　

ら

「

b

生
産
費

を
控
除

す

る
も

の

く
う

一
口
塁

は
畑
の
所
得
-

此
は
前
三
年
澗
、
毎
年
の
総
蔵
入
金
額
よ
b
必
舞

を
控
除
し
た
る
も
の

」
㌧
霧

。
　

著

し
た
・
牧
人
聲

年
額
・
よ
・
。
前
三
年
以
来
引
響

自
作
芋

・
小
作
せ
麦

は
小
作
に

一
付
せ
。
。
沸

。
、
近
籍

地
の
所
得
に
　

算
出
し
・
・
収
入
豫
葦

額
・
依

・
・

一

撮

上
列
記
外
の
所
得
-

此
中
・
普
通
の
璽

所
得
も
含
ま
・
・
が
・
其
筈
は
凡
べ
て
総
牧
入
金

.

額

よ
り
必
要
費
を
控
除
し
た
る
牧
入
豫
算
年
額

に
依

る
。

ラ

一

由

宥
恕
計
算
所

得
の
種
類
、
#
に
人
的
事
情
の
考
慮
に
よ
る
轟

課
税
)

　

　

…

賜

欝

得
の
憲

一

第
三
驍

将
中
、
.籍

、
斡

、
手
當
、
蓉

、
年
金
恵

墾

・
講

料
養

與
養

與
の
欝

を
有
す
・
給
與
・
は

(所
撮

額
の
計
笹

於
て
は
山
林
馨

其

他
の
所
響

を
合
算
し
・

…
戸

主
及

其
同
居

家
族

の
も

、
戸

主

を
別
居
す

る
二
人

以

上
の
家
族

の
も
各

合
算

し
τ
行

ふ
}

臼
其
義
務
者
の
第
三
種
所
得
総
額

一
萬
二
千
圓
為
超
ゆ
ろ
ε
春
に
斟
酌
を
行
は
ず
。

ラω
同
上

一
萬
二
千
圓
以
下
な
ろ
ピ
き
。

侮
同
上
六
千
圓
な
超
ゆ
る
も
の
一

藁
内
の
動
勢
所
得
に

つ
壷
十
分

一
な
控
除
マ
。

O
同
上
六
千
圓
以
下
の
も

の
一

真

勤
労
所
得
.に
つ
き
十
分
二
心
挫
除
す
。

偽
老
幼
査

獲

者
の
宥
恕
一

口
禺

論

・
幕

・
有
す
・
納
霧

著

た
る
第
三
群

得
看

勢̂

我
国
の
所
得
難

華

華

四
巻

(第

一
號

三
七
)

一毛

9



　

我
国
の
所
得
種
々
論
ず

第
+
四
巻

(舞

三
八
)

三
入

羅

者
ご
墓

所
懇

ご
を
問
は
す
)
の
場
倉

、
葦

・
・

百

現
奮

同
居
・
戸
麦

家
族
中
・
年
齢
+
八

蘂

満
の
も
の
若
く
は
李

歳
以
上
の
も
の
(年
齢
・
計
算
・
四
・

百

羅

・
・
麦

は
不
最

壽

ち
狂

嚢

曙
舞

繋

騒
必読
籔
㏄難

業

曇

鹸雛

壕

喉
。
璽

は
、
呈

ご
別
居
す
・
二
人
以
上
・
同
暴

族
雰

・
各
A[算
・
て
定
む
る
)

乳

唄
第
。
擢
所
得
穂
額

.動
勢
所
得
に
つ
.
て
に
。別
記
⑳
の
㈹
の
・,
の
塾
隙
々
・付
ひ
た
る
結
果
・
・
り
計
算
・
・
千
　

超
一

・
・
　

一
句
同
上

三
千
圓
以
下
の
も
の
。

　

∬
縞

上
二
面

霞

ゆ
・
あ

提

一

老
、
勤
番

響

重

人
・
つ
豊

直

垂

除
す
。

ラ
一
Φ
同
上
千
圓
姦

へ
二
千
圓
以
下
の
あ

怪

一

各
七
+
圓
¢

毒

除
す
・

ラ

、

¢

同
上
千
圓

以
下
の
も

の
に
に
一

各
首
固
づ
㌧
々
迷
除
す
。

一
に
免
税
黙

〔最
小
活
資
及
普
通
利
潤
の
考
慮
)

　
ラ

…
⑮
笙

種
法
人
の
慧

所
縁

に
て
は

一
割
以
下
茱

課
聾

す
.
詳
し
桑

ぱ
・
人
の
重

葦

度
の

所
得
が
其
妻

年
度
内
各
・
黍

魏

墓

金
額
鋳

し
垂

割
以
下
・

護

之
を
課
し
な
い
で
・
茎

割

…
を
超

ゆ

る
ε

き
は
其

超
過
部

に

の
み
課

税
す

る
。

　
ラ

[

偽
第
三
種
得
所
税
に
て
は
八
百
圓
未
満
集

裸
視
手

・
此
金
額
・
計
筈

て
は
山
林
所
得
岳

螢

外
の

～

,



　羅

ざ
を
合
算
、
、
戸
主
及
蕎

居
・
緩

雰

、
叉
・
戸
主
莇

屈
す
・
二
人
望

の
援

の
分
は
各
合
算
し

　て
之
を
摩

る
.、
ε
差

る
.
更
に
叉
前
記
、
法
人
　

の
配
嘗

於
・
・
四
割
の
控
除

勤
霧

得
・
老
黎

者

に
於
け
る
控
際
を
も
行

ひ
た
る
結
果

に
依
る
。

面

税
率

一
一

ー

ー一
一

A

第

「
種

一
ー

ー

～

@
超
過
所
得
r

に
各
級
に
匠
分
し
下

の
如
き
超
過
累
進

存
適
用
.す
。

ラ0
所
璽

額
中
資
本
金
額
憂

し
些

割
姦

ゆ
ろ
あ

募

四
、

,

ラ馬

上
二
磐

越
ゆ
う
も
の

・

募

δ

・

ラG
同
上
三
割
姦

ゆ
う
も
の

百
分
二
q

うろ
留

保
所

得
。

一

)黛

人
の
華
華

桀

に
於
。
ろ
竪

。
(・
ち
各
署

保
金
v及
其
嚢

震

・
於
・
・
潔

所
得
・
A・・
藁

其
妻

震

末
に
於
け

…
る
彿
込
甕

金
額
、
出
女
金
額
、
・叉
に
嚢

・
・
代
・
…

茎

・
藁

輩

・
・
下
・
護

牛
覆

　

ミ

其
蚕

下
の
部

.

分
に
於
げ

ろ
其
年
度

の
留
保
所
得

・に

百
分
五
・

ラO
同
上
牛
額
々
超

ゆ
る
部

分
に
於
け
ろ
其
年
度
の
留
保
所
得
に
。

ラ

猛

藁

震

に
於
。
る
留
保
所
禦

其
事
筆

度
・
於
9

羅

・
二
+
盆

・
柑
寧

・
霜

以
内
の
竈

注

募

五
、

ゆ
同
上
に
相
當
マ
ろ
金
額
々
超

準
ろ
金
額

に
に
。

ラ臼
。
人
の
撃

渠

曝

け
ろ
種

留
保
・
・
其
藁

毒

於
・
・
潔

勢

・
計
・
・
…

動

彙

に
於
暴

込

認

・
所
得
撃

撃
.

筆

羅

(薯

號

三
九
)

三
九

,



」

。
國
の
所
得
撃

撃

.

筆

四
巻

(舞

四
。
)

四
。

一

葉

。
。
、
出
。
金
。
の
毒

相
・
す
る
金
・
・
下
・
ミ

奉

・
超
過
・
量

豊

薄

摂

所
得
に

呈

q

ラ

」

鴇

上
蓋

F
相
等

る
金
碧

起
票

・
ミ

其
全
謹

過
穆

含
　

・
葦

度
・
留
銚

得
F

.

寡

言

ラ

「

、

但

配
當

所
得

、

」

百
分

五

・

ラ

一

「

嚇

算
所
得

,

募

七
・
五

ラ

一

味

國
法
人
所
得
.
.

募

七
・
五

　
ラ

一
個
第
二
種

　
ラ仲

震

利
子

募

四
・

一

祉
債
、
銀
行
定
期
預
金
等
の
利
子

百
分
五
、

ラ

一

Cろ
在
外
会

本
邦
法
人
よ
墨

く
ろ
配
攣

募

七
・
五

「
.◎
第
三
種
r

　

得
　

・
蓼

を
偏
　

別
に
・
　

　

同
居
　

の
分
　

主

　・ご
別
居
す

る
二
人
呈

。
同
居
緩

・
分
・
各
A
・算
し
・
、
典
籍

・
左
・
超
豫

遙
・
齋

す
・
尤
も
山
林
所

.

得
だ
け
別
に
塾

。
適
用
す
る
の
は
、
此
が
長
期

・
亘

っ
て
利
金
童

ぐ
　

の
で
・
他
の
所
讐

太

し
く
趣
が

「異
り
、
之
を

一
発

、
て
見
ら
れ
な
・
ぴ

・
綴

か
ら
…

.
皇

・
高

居
援

の
暮

合
葺

呈

.

ご
別
居
す
る
二
人
以
上
の
援

の
を
合
算
し
羅

警

勤
・
税
率
を
欝

す
・
け
慧

　

斯
く
し
再

ら
れ
た

.

室

額
を

一
括
し
。
徴
牧
す
る
の
で
は
撃

、
蓉

額
馨

其
所
得
得

案
分
し
て
各
の
馨

を
定
む
る
こ
ミ

な

る

。

.

・
.

「

■



入
百
面
以
下
の
金
鎖

八
百
圓
な
超
ゆ
ろ
金
籍
…

千
図
為
超
19
る
金
額

千
五
百
圓
々
超

ゆ
う
金
額

二
千
圓
々
超

ゆ
る
金
額

三
千
圓
々
超

ゆ
る
金
額

五
千
圓

な
超
ゆ
る
金
額

七
千
圓
々
超
ゆ
ろ
金
額

一
萬
圓
を
超

ゆ
る
金
額

「
萬
五
千
圓
な
超

ゆ
う
金
額

二
萬
[圓
た
超
ゆ
う
金
額

百
分

0

・
五

百
分

一
・

百
分

二

・

百
分

三

・

百
分
四

・

百

分
五

・

百
分

六

、
五

百

分

八

・

百

分

九

、
五

百

分

一

一
・

百

分

=

二
、

エ三
高
圓
を
超
ゆ
る
金
額

五
萬
圓
な
超

ゆ
ろ
金
額

七
萬
圓
存
超
69
る
金
額

十
萬
圓
々
超

ゆ
る
金
額

二
十
萬
圓
な
超

09
る
金
.額

五

十
萬
圓
を
超
ゆ
る
金
額

百
萬
圓
な
超
ゆ
る
金
額

二
百
禽
圓
な
超

ゆ
う
金
額

三
百
萬
隠
々
超

ゆ
う
金
額

・四

百
萬
圓
か
超
ゆ
る
金
額

百
分

一
五

・

面
分

「
七

・

百
分

「
九

、

百
分

一二

、

百
分

二
三

、

百

分

二
五

・

百
分

二
七

、

百
分

三
〇

・

百
分

三
剛二
、

冒
q
八月
一二
占ハ
、

●

右
。
内
、
法
人

の
所
得
・
馨

に

つ
い
て
は
前

・
曾

て
説

い
た
が
・
第
二
種
の
所
得

の
如
く
源
泉
課
税
に
よ

…
る
も
の
は
比
例
磐

な
る
の
が
自
然

の
敬
で
あ
・
、
第
三
種
の
聖

馨

さ
ミ

も
の
に
於
て
初

め
て
完
全

な
る

…
累
進
謀

る
べ
き
。
ご
に
な
る
。
其
れ
・
し
て
も
ま
だ
塞

無

念
羅

で
な

・
か
ら
・
多
少
不
徹
底
務

は
め

.

、
。
累
進

ご
し
て
蓮

饗

進
・
な
・
こ
置

勿
論
、
所
得

の
申
告
を
正
警

近
づ
け
し
め

る

の

に
嚢

で
あ
・

る
。

ラ
…
六
納
期

(
ラ

ラ

A
第

一
種

一

・は

い
大
禮

、

く

く

一
の
際

に
納
付
す

る
。

我
置
の
所
得
視
ん
論
マ

事
業
年
度
毎
に
納
付
す
る
が
、
ラ防

特
に
清
算
所
得
に
つ
い
て
は
、
清
算
又
は
A
屏

第
十
四
巻

(第

一
號

四

[
)

四

一

,



　

ジ

投
函
の
所
蕪

ナ
.
.

蒼

(舞

叫
三

四
二
・

一
口
第
二
種
-

支
響

が
轟

の
際
に
鰹

し
て
璽
月
+
日
ま
で
に
納
付
す
る
・

…

げ

第
三
竿

藩

を
四
分
し
て
、
第
硬

葦

九
・
百

よ
・
三
吉

竪

第
二
期
は
葦

+
亘

　　旺
糧

饗

　
第
三
期
は
翌
年
一月

百

よ
り
三
+
一
日
限
り
、
第
』
期
は
璽
年
三
・

百

一

三
±

一
掴

賦
課

手
績

,

」

・　

A
義
務
者
本

人

の
申
告
義
務
'

　　∵

第
「種
の
所
得
に
・
・
て
は
各
一
定
期
間
・
・
二

定
　

付
・
・
之
を
擢
.

・
竜

・
　

∵

　

・
　

　

　
を
　

い
・
　

支
　

　

　
　

　

る
.

～る
・
難

澱

鑓

郭
繕

静
鞭

鞭

韓

語
出
て
申
、、す
.-
も
の
・
す

難

嬉

野

蕪

薦雛

鞍

纏
ボ鞍
欝
鎌継

」を
駕
す
法
人
は
、
各

一
定
期
・
・
逗

蓄

・
記
載

し
・

・
調
書
蓮

・
す

べ
き
書

す
る
・
六
月
否

乱

で
に
華

項
・
・
臭

動
・
あ
・
・
…

・
石

月
吉

・
で
に
異
動
調
書

を
も
蚤

す
べ
き
も
の
`
{

9



鳥

霧

・
長
・
調
査
及
蕎

椹
一

①
霧

・
長
轟

年
第
三
癖

待

つ
き
霧

あ
2

認
む
る
者
の
所
得

ラ

強

の
調
査
を
行
ふ
。
そ
し
・
壌

菱

・
其
代
署

・
必
要
・
れ
ば
、
義
薯

.
霧

あ
り
議

む
る
.嚢

は

一
調
書
提
出
義
務
者
に
質
問
を
駕
す
を
得
る
。

鴇

蓑

暴

・
饗

一

第
三
辮

得

・
・
…

署
長
・
藷

査
書
を
』

定
譲

者
の
互
響

褒

軍
記
、
無
記
名
に
て
)
し
π
・
敗

調
査
震

・
τ
離

す
る
所

の
委
馨

の
調
査

に
付
す
る
・

E
政
府
の
決
定

ラ

ラ

①
笙

種
一

に
嘗

て
は
σ
政
府
は
上
記
の
申
告
に
基
き
て
決
定
し
朝

申
告
な
薯

麦

は
申
告
を
不

(

相
嘗

認
む
る
ε
き
は
政
府
自
ら
の
調
査

に
よ
り
て
之
を
決
定
す

る
・

6
第
二
種
一

に
は
別
に
決
定
の
手
練
は
な

い
。

鴫

三
種
i

σ

に
て
は
逓
例
は
上
巽

器

の
調
査

に
よ
り
て
政
府
之
を
決
定
し
・
2

定
期
日
ま
で
に

贅

會
成
立
せ
…

き
、
委
員
會
成
辛

・
も

夏

期
　

で
に
調
査
結
了
せ
ざ
る
ε
き
N
護

曾
の
決
議
を

、

壽

ε
馨

再
議
・
付
髭

・
喬

異

議

衆

望

認
・
た
る
ε
き
・
再
調
査
期
間
内
に
調
査
結
了
せ
ざ

る

…、ミ

露

曾
閉
寝

納
撹
霧

あ
・
.、
墓

寓

で
た
・
ξ

、
蚤

霧

糞

所
得
金
額
の
増
袈

申
出
で

.

た

る
ご
き
は
政
府

之

を
決

定
,す

る
。

,
.

伊
政
府
の
通
知
-

第

一
震

第
三
醗

禦

羅

し
た
・
き
は
、
.政
府
が
之
を
善

書

通
知
す
る
・

我
国
・
羅

馨

華

華

四
貴

弟
扇

四
三
)

四
三



}

我
国
の
所
得
難

論
・
.
.

第
+
嬰

(篁

號

四
四
〕

四
四

伝

救
済

ラ

ラ

喩

査
一

儀

薯

・
於
・
通
智

れ
た
所
得
金
額
・
・
翼

議
あ
紅

き
は
・
通
知
を
琴

た
る
見

り

「
…
二
+
日
内
に
事
由
を
芒

嘉

を
添

・
、
當
馨

長
・
脛
・
暮

局
長
に
審
査
霧

求
を
寫
す
を
得
・
認

票

(

皿
あ
路
ご
,
は
罠

よ
り
成
る
所
馨

査
・
、貝
曾
の
議
に
付
し
政
府
之
・
決
定
す

・
.

膿

損
更
訂
r

第
三
種
所
得
に
つ
・
霧

あ
署

、
牧
人
豫
葦

額
四
分

一
呈

を
減
損
し
奮

き
は
翠

河

末
ま
で
に
更
訂
・
栗

を
寫
す
を
得
・
.
但
藷

與
の
爲
・
星

・
た
も
の
は
除
く
・

驚

訴
願
及
行
政
訴
訟
一

塁

決
箋

は
減
損
更
訂
寡

・
不
服
あ
・
き

は
此
等
の
救
済
方
法
を
認
む
る
・

伍
製

一

難

蓋

の
歪

行
爲
に
一

纏

・
た

」る
も
・
、
正
當
・
欝

・
く
し
て
調
書
を
提
出
せ
ざ
る
も

・

藤

羅

驚

藩

麺

鎚
無

縁

審
査
に關
し
知
り
得
た
る
秘
密
を
正
賞
・　

一
一
第
二
段
.

本
邦

所
得

税

総
評

一
其

一

本

邦

所

得

税

の

長

所

一
…
↑
大
局
の
上
よ
り
i

我
邦
・
所
得
税
・
既
に
三
+
五
年
初
壽
・
保
ち
、
奈

嚢

・
整

達

て
居
る
か
ら
・

を

て
特
に
殆
ん
著

ら
ゆ
・
所
得
の
馨

裸
視
を
行
ふ
・
窪

も
な
っ
て
居
・
か
ら
・
最
暑

ら
ゆ
る
馨

中
.

9



擁

ε
い
ふ
あ
、僻
る
・
で
に
完
成
・
て
居
・
.
今
・
正
・
に
莞

餐

笹

し
・
向
・
盈

・
あ

慨
が
…

翼

蹟

の
群
を
墾

唾

、
に
太
い
こ
忌

前
段
に
指
摘
し
た
が
、
制
馨

し
て
も
大
鑑
先
づ
頁
垂

ふ
て
来
て
居

…

る

。

一
二
各
方
面
よ
り
見
て
一

　

く

う

一
…
偉
道
義
上
,・り
見
て
一

此
が
殆
ん
ご
有
ら
ゆ
る
所
得
を
捉
へ
て
綜
合
し
、
生
霧

を
探

し
・
可
な
り
高
き

菟

無

を
設
け
、
小
勤
欝

得
誉

憲

を
與

へ
、
係
累
誉

つ
い
て
溜

を
行
ひ
、
所
得
額
の
大
小
愚

藷

　
を

.

過
累
進
に
て
可
な
り
人
な
る
差
等
課
税
を
も
行

ム
て
居
る
か
箒

.大
禮
、
公
季
課
税
の
趣
旨
に
適

ふ
ε
い
ふ
を
待

ち

。
減
損
更
訂
を
認
む
る
,
、
・
、
日
本
に
羅

を
有

つ
者
の
外
國
よ
り
覆

す
る
所
得
を
も
綜
合
所
得
の
中

に
入
.

一
る

Σ
こ

ご
等
亦

た
同
趣

旨
に
適

ふ
。

ラ
…
ω
財
政
上
よ
b
一

い
ふ
も
、
所
得
は
大
警

し
て
鍵

の

芳

に
あ
っ
て
、
其
欝

入
は
自
然
増
加
の
幕

一

著

ち
、
加
之
、
前
記
の
加
熱

竹
籠
忍

學

・
上
・
必
要
な
・
諸
種
の
謙

が
行
は
鑑

ん
ご
有
ら
ゆ
島

.

得
を
馨

し
イ、
課
撃

・
か
ら
、
牧
人
必
器

有
葵

小
に
唇

て
・
其
馨

を
蔑

し
て
屈
伸
2

こ
毫

出

…
凍
る
。
光
勲
に
於
て
他
の
何
れ
の
視
よ
り
も
勝
る
を
得
る
ξ

に
な
っ
て
居
る
・

ラ㏄
、経
済
上
よ
b
一

い
ふ
も
此
が
生
産
事
葉
其
も
の
に
.課
せ
ら
れ
な
い
で
、
其
よ
り
擧
げ
得
だ
る
結
果
に
課

せ

…
ら
れ
、
特
に
第
三
醗

得

に
在
b
て
は
生
肇

業
の
所
得
が
他
の
所
得

三

智

な

っ
て
課
せ
ら
れ
る
か
ら
・
生

…
我
国
の
所
得
難

撃

.

第
+
四
巷

(第

一
號

四
五
)

、
四
五



…
我
国
の
所
得
難

論
ず

第
+

四
巻

(第
扇

四
六
)

四
六

漆

葉

を
歴
迫
す
る
,、
・
落

蓋

な
ご
・
黎

産
蘂

だ
け
に
而
か

・
直
接
に
之
に
離

す
る
も
の
に
芒

熱

禦

畷

に
、
て
保
護
を
要
す
.
き
工
業
に
難
視
の
特
　

・
・
…

於
・
、
　

　

ラ
「
曜

霰

釜

よ
り
r

見
る
も
、
前
鑑

義
麦

・
黍

灘

士

・
舞

聾

し
て
籍

し
た
る
む

は
凡

べ
て
之
に
も
適
・
。
肇

組
食

器

、
各
種
貯
蓄

金
の
利
子
・
兎
馨

も
変

之
に
婆

。

皿
其
二

本
邦
所
得
税
の
短
所
及
改
正
案

「

斯
く
淺

は
大
響

き
挽
で
は
あ
・
が
、
而
か
・
凄

然
・
し
・
考

・
ら
る
難

が
　

鐸
で
は
な
い
・
先
づ

蒋

欝

査
絶

て
綴

　

・
窓

の
で
結

「

蜜

大
な
峡
黙
ε
し
て
考

・
・
れ
・
の
墜

會
肚

…

脱
税
・
あ
・
た
・
で
小
馨

の
肇

に
て
は
特

鳶

鷲

飢糠

灘

鳳雛
総

轄

露

雛
㎎醐

迦

も
見

る
.
之
。
其
遷

す
る
.、
嘉

饗

累

ξ

い
ふ
の
で
、
・

・
防
止
方
法
・
考

へ
て
.見
て
祷

れ
に
し

沈

も
逃
げ
、
れ
る
か
・
、
潔

、
特
殊
・
法
人
、
例
・
、
少
数

・
株
麦

繞

員
に
て
離

す
る
法
人
で
あ
っ
て

其

旅
費

ば
出
資

の
大
部
分
窺

馨

ポ

成
-
、
昔

・
が
大
鷲

奮

保
書

理
に
止
ま
　

の
に
あ
り
て

は
、
霧

轟

の
認
定
に
よ
り
個
人
ε
撰

に
第
三
種
・
所
得
撃

課

・
得

・
・
ミ

・
や
.'
・
尤
も
不
服
の
齢

9



藩

政
鬢

所
に
崇

・
救
済
・
求
・
・
を
得
せ
・
め
寒

ら
ば
.
行
政
官
・
勢

欝

ξ

・
享

・
て
ぎ

吻

逋
税
の
弊
を
相
嘗

排
除
す

る
・、
嘉

紫

㌻

・
い
ふ
の
で
あ
・
。
此
は
蓋
し
已
む
を
得
な
い
廃
置
で
あ
り

克

て
此
規
定
缶

奪

な
、
落

々
望

寵

を
作
る
も
の
も
少
垂

・
、
此
楚

・
適
用
髪

際
少
老

済

む
で
あ
ら

う
む

　

両

蓋

・
育

て
綴

毒

・
た
が
・
大
・
・
肇

・
　

こ
鞠

そ
し
て
弥
正
餐

裂

目
街
淺
き

譲
鰻

鬱
結
目錘
撫
曇

嶽

噛

に
掌

る
鐘

震

第
三
醗

得
聾

鶉

輕
・
第
二
種
税
の
適
用
を
受
け
や
　
与

る
こ
嘉

あ
.る
・
特
に

溢

し
い
の
・
な
る
ξ
、
震

`
い
葉

分
老

八
分
系

世
・
苦
薬

・
相
當
憂

ら
れ
る
利
子
の
か

懸

糎

範
鰐

鞍
凋蕪

鯛
麺

購
饗

補
講犀

　季

な
.
。
の
み
な
ら
ず
禽

、
柑
子
の
相
當
か
不
相
當
か
の
認
定
も
が
国
勢

あ
る
か
ら
之
接

る
こ
妥

得

楓
。
で
之
が
防
養

こ
し
て
舞

二
種
雰

債
震

等
の
所
得
税
を
誌

垂

ハを
凡
べ
て
個
人
繰

合
課

繋

る

.

.一

・
・
か
、
第
二
種
・
、
少
一

震

の
肇

・
留

て
募

七
竃

引
上
ぐ
る
か
を
写

る
・
そ
し
て

我
国
の
所
得
税
存
論
す

第
+
四
巻

(第

一
號

四
七
)

四
七

9



へ
　
　
の
ザ
　
　
た
　
す

　
　
　
お

　

　

　
さ

　

軽

む
し
ろ
個
人
綜
合
。
断
行
を
薦
・
・
が
、
蕎

で
は
釜

肚
偉

は
無
屠

が
多
・
か
ら
逋
税
が
多

く
な
つ

.

。
固
ま
る
こ
い
ふ
非
難

竃

る
.
私
は
難

視
・
相
當
最

締
れ
ば

・
・～

行

は
る

「・
も
の
で
は
な
く
・
.其
に

糞

誕

藤
議
繹

B翫

轟

縫

騒
麺
価　

る

κ、
し

で

あ

る

。

・

偽
現
行
法
で
昊

膣
、
法
人
の
利
盆
畳

畳
上
様
麦

髭

員
の
利
益
鼻

な
ら
す
ご
い
宝

勢

探
る
や
.

{.フ
で
身

が
、
法
人
を
凋
立
の
所
生

嬰

児
・
嫌
・
㌘

、
轟

の
震

姦

く
・
最

前
段
に
も
慧

す
る

妬

く
で
あ
る
が
、
此
は
何
れ
か
に
明
産
し
て
は
如
響

・
含

蕩

蟹

・
か
・
・
此

・
つ
い
て
・
私
の
書

し

七

は
法
人
。
利
益
。
質

叉
は
株
主
・
利
益
ご
認
む
る
嚢

・
玉

璽
・
、
配
當
所
得
・
兜

・
庭
に
て
の
馨

.

麗

に
止
め
る
。
ご
、
し
窪

ε
思
・
.
尤
・
当

て
喬

ほ
漏
ξ

・
ξ

な
・
べ
畠

保
所
得
及
婆

所
得

.

は
別
に
法
人
に
就
い
て
課
磐

な
毛

は
・
轄

蓋

超
過
所
得

齋

・
羅

・
・
可
で
あ
る
が
・
些

つ

い
て

は
後

に
更

め
て
説

く
。

ラ暗

語
契
約
。
依
・
受
響

の
所
得
・
倉

醤

・
の
場
倉

つ
き
或
は
共
の
定
期
蓼

高

養

羨

め

奪

の
は
肇

種
の
源
泉
課
税
に
よ
り
、
然
ら
ざ
・
・
の
は
第
三
警

て
課
す

・
…

な

っ
て
居
る
が
亮

は

何
れ
か
芳

に
定
め
?

涯

妻

迎

物
が
不
翠

の
軽

隻

ゑ

,ぎ

蒙

ポ
・
・
何
れ
鴛

定
む
る
こ
.

響



疇
灘

鍵

鋒

羅

無

縁

顎
金
εはむ
・ろ別・…

一

　

庭

　に
以
上
の
外
、
私
の
所
見
で
は

　
ラ

舗
購
雛

隷
講
難
雛
鱗

'

第
+
四
巻

{第

「
號

鴎
九
)

四
九

,



　
　

の
サ
　
　
りた
　
ず

へ

　
　
　
な

　

　

モ
　

ま
　

一

此
公
債
監

定
期
預
憲

の
利
子
ご
法
人
の
離
農

轡

は
凡
・
・
箇
人
・
庭

・
馨

る
馨

課
税
に
入
れ
て
源

泉
羅

を
止
め
な
け
れ
ば
・
ら
阻
.
尤
・
・
　

套

、
株
・
方
・
養

・
が
・
公
債
肚
債

に
於
て
は
無
記
名

蓼

。
か
、
、
馨

課
税
こ
し
・
蒋

子
・
支
響

…

業

人
の
氏
拳

・
届
.磐

さ
し
て
も
・
能
力
の
乏

-

き
替
玉
。
摯

、
ε
に
依
命
て
讒

す
・
・
の
を
増
加
す
・
か
・
縛

・
難

・
蕊

・
非
難
£

る
け
れ
こ
も

成
程
甚

多
少
行
は
れ
る
か
も
知
・
黍

、
其
嬉

し

芳

・
製

・
相
當
叢

書

・
て
置
き
・
其
で
も
筆

る
所
の
藩

に
重
て
は
・
む
を
得
ざ
・
・
享

・
外
…

併
・
若
・
此
轡

拘
泥
・
て
飽
迄
も
公
維

債
等

醸

泉
.課
撃

守
持
す
・
な
れ
ば
、
塁

だ
窪

2

も
第

一
馨

の
例
薯

へ
・
募

七
重

ま
で
上
げ
な
く

」

.

て
は
な
畠

.
護

人
に
響

所
得
を
課
撃

・
の
が
法
人
の
翌

入
曽

し
て
の
能
力
に
因
る
`
い
ふ
ξ

を

翻

す
。
な
、
ば
、,
倉
.
・
㌍

之
に
募

誓

い
・
地
塁

を
課
し
な
・
で
・
個
人

同
様
の
累
塞

を
適
用
し

な
、
て
凝

畠

.
其
れ
調

ば
私
・
蔑

し
な
・
が
、
主
義
已

て
鑑

っ
て
居
・
・
窪

序
に
い
ふ
が
碁

債
震

定
期
預
馨

の
利
子
や
法
人
の
配
當
・
馨

課
聾

し
・

・
、
舞

人
・
本
邦
莞

　

受
く
晶

寒

…
や
、
法
人
の
留
保
及
清
算
所
縁
な
ご
の
源
泉
課
税
は
残
し
て
然

る

べ
き
で
あ
ら
う
。

ラ

…

出

浜
人
の
超
湯

器

一

死
法
人
・
超
過
所
得
・

一
・
覆

で
・
・
か
・
…

の
で
所
得
馨

中
に
入
れ

…
…
て
課
せ
・
れ
る
・、
ε
　

尋

・
ら
・
が
、
管

超
過
害

い
つ
・
所

・
法
人
の
配
當
所
得
よ
り
も
濁
立
に

存
在
す
る
の
で
は
?

、
唯
覆

者
・
特
別
・
慧

を
示
・
す
・
止

ま
・
.
既
昆

讐

を
所
盤

に
て
捕
捉
し

,



課

撃

蚕

上
は
、
其
上
に
同
物
に

つ
き
里
.
の
所
得
税
に
て
今
.
憂

課
税
す

る
の
は
適
當
で
な
い
・
む
し
ろ
別

」の
税
で
以
て
其
特
撰

撃

捕

え
て
課
し
π
方
が
良
い
。
然
・
・
き
髭

昊

の
土
地
譲

撃

羅

利
雑

な

を
、
高

し
一

一
の
凋
立
な
る
交
通
馨

し
て
課
し
た
が
頁
い
。
其
方
が
趣
旨
の

雇

明
瞭

に
現
は
れ

る
こ
ご
に
な

一
る
。
即
ち
強
目
通
以
上
の
大
利
盆
が
得
ら
れ
だ
こ
い
ふ
特
別
有
利
な
状
態
を
捕
え
て
特

に
之
を
課
す

る
ご
い
ふ
こ
ご

　・
三

・
・
あ
・
.
然
…

な
き

、
砦

如
・
・
議

奏

・
限

・
た
こ
毛

な
く
個
人
に
も
あ
り
得
る
・

…
法

人
に
於

て
之
に

つ
き

て
課

税
す

る
以
上
は

、
同
様

な

も

の

に
つ
き
箇
人

を
不
課

税

こ

す

る

こ

ε
は
宜

し
く
な

「い
。
尤
も

法
人
は

法
律

に
よ
り
特
別

の
力
を
得

た
爲

め

に
耳
利
を
も
擧

げ
得
た

の
で
あ

る
か
ら

、
個
人
よ
り
も
別

蔓

課
撃

学

べ
・
・
碧

{

・
へ
・
が
、
其
れ
発

ぱ
む
し
・
別
暴

人
聾

し
て
唇

法
人
に
課
す

…
る
税
薯

へ
る
方
蓬

當
で
あ
・
.
何
れ
・
せ
・
法
人
・
存
す
・
が
如
き
蕪

所
得
膳

人
・
も
存
し
得
・
か
ら

薯

・
於
・
・
箭

の
給
付
聾

認

め
て
課
税
す
・
な
ら
ば
・
讐

に
馨

る
其
を
も
認
め
て
課
税
し
な

く
て

…
は
な
ら

慮
。
勿
論
此
個
人
の
方
は
注
入
の
如
く
法
径
に
よ
り
特
別
の
力
を
得
た
矯
め
ε
い
ふ
こ
ご
は
な

い
。
此
威

…
で
は
む
し
ろ
脛
濟
界
の
景
況
を
利
用
し
て
特
別
の
有
利
な
る
結
果
を
擧
げ
た
こ
い
ふ
黙
を
捕

え
る
の
で
あ
る
が
、
.

　
法
人
の
方
で
も
軍
に
法
律

に
よ
り
特
別
の
力
を
得
把
爲
め
亡

い
ぶ
こ
ε
の
外
」
其
力
を
以
て
経
済
界
の
景
況
を
利

ロ

.

用
し
て
好
成
績
を
擧
げ
た
ε
い
ふ
こ
ε
を
捕
え
て
課
税
す
る
の
で
め
る
。

　
様

に
之
を
課
し
て
良

い
。
唯
だ
個
人

の
場
合
に
は
其
所
得
が
資
本
に
芒

幾
割
以
上
に
當
つ
た
蕊

ふ
こ
妥

計
算
し
出
す
・
嘉

概
し
て
困
難
で
あ

我
国
の
所
得
税

葎
論
ず

・

.

.

第
十
四
巻

(第

「
號

一
五

一
)

五

「

,



…

.
我
国
の
所
得
。
を
・
す

・

・
茜

費

霧

・
五
二
)

五
二

墾

難

無

縫

糊難
灘

羅
鐸

繰
岡棚

祓
は
法
人
ε
個
人
ご
で
課
税
窪

を
異
に
し
、
法
人
暑

・
癖

得
課
肇

齢
利
用
・
別
に
個
人
に
鍵

一

露

天
は
所
得
増
加
視
を
起
す
の
色

葉
で
は
め
・
.
・
れ
・
も
其
れ
で
窪

人
個
人
の
間

に
調
和
が
取
れ
ぬ
.

　む

し
ろ
せ　
　

を
　

む

る
む

厨

器

に
關
す
る
肇

の
讐

ラ編

奪

院
蓋

法
人
等
の
所
得
の
麗

1

・
華

身

繕

當
・
あ
・
が
扉

・
可
な

り
羅

の
簸

「を
作
っ
て
居
る
,、
・
を
藩

・
な
孟

な
晶

.
竃

寺
院
・
場
倉

釜

き

所
得
在

職
た
る
箇

一
人
の
所
得
ピ
の
廣

明
撃

讐

所
か
ら
、
後
者
が
前
者
の
奮

野

て
脱
掌

る
こ
ξ

な
る
.

此
は
實
は
寺

一
院

に
閲
す
る
根
本
請

が
確
立
…

望

・
・
信
仰
に
關

す
る
こ
ε
で
も
あ
り
軽
率

に
手
の
着
け
ら

れ
な
い
問

題

で
は
あ
ら
-
が
、
私
の
信
ず
る
所
で
は
誹

得
覆

徒
驚

蚤

合
謹

た
る
翠

の
管
警

摩

る
も
の
は

鞍

嚢

錯

藤

藁
鹹い薄

舞

難

鰻

棚晒.

～ら
往
々
。
、
て
蕃

人
が
霧

の
目
的
に
て
、
或
財
産
・
寺
院
・
寄
附
麦

曇

霧

人
を
作
っ
て
叡

寄
附
し

…
其

よ
り
生
す
る
所
得
は
糞

箇
人
が
之
を
牧
得
し
、
芒

・
は
讐

買
取
・
の
形
茎

曇

に
て
元
の
箇

9



.

人
叉
は
其
相
愛

に
戻
る
の
密
約
.・
爲
・
、
遷

蕃

行
・
れ
得

・
や
毎

黍

法
人
の
仕
組
を
豫
め
作

っ
て
置

く
`
い
ふ
.、
。
が
あ
る
。
此
の
如

・
は
現
行
法
の
歪

で
も
七
+
四
條

に
嘉

せ
ヒら
れ
響

も
・
規
害

し
で
は

叢

よ
の
,、
・
も
望
・
ま
い
万
、
此
霧

の
鑑

実

・
存
す

・
蕊

ふ
事
實
・
欝

者
`
し
て
も
証

窶

し

一
て
も
+
分
に
注
意
叉
は
監
視
を
要
す
る
黙
で
あ

る
・

ラ

一

協

債
利
子
の
麗

-

随
・
貯
落

勢
利
子
・
冤
讐

腱

政
茎

誉

貯
蓄
藩

政
策
上
巳
む
を
得
な

一
い
こ
い
嚢

迄
で
・
・
が
、
課
馨

上
、
給
付
能
力
・
唇

・
る
課
撃

爲
1

よ

り

し

て
は
通
常
で
な

.

い
.貯
蓄

券
。
利
子
の
方
は
郵
籐

金
、肇

馨

貯
金
及
銀
行

貯
蓄

金
・
利
子
異

に
細
民
の
所
得
遍

ぎ

…
な
い
か
、
し
て
、
ま
琵

視
、
て
美

・
奈

黍

…

畠

・
・
{

國
簿

至
て
は
可
な
b
大
藩

得

一

蓮

に
零
す
。
も
の
が
多
い
か
ら
、
此
方
を
逃
が
・
て
萎

黍

・
筆

・
・
是
非
此
諏

・
止
…

　

ナ

し
　
　
　

　

コ

　

ラ

」

隆

利
に
厨
せ
ざ
・
蚕

簿

の
麗

r

・
私
は

」止
・
・
墓

良
い
愚

ふ
・

蒔

の
所
衝

い
へ
ざ

　
も
所
得
。
あ
り
、
特
に
並
目
通
・
所
得

よ
り
も

恵

給
付
能
力
あ
と

い
ひ
.得
・
場
合
・
あ

る
か
ら
・
是
非
離

し

…
。
.
。
之
を
課
。
雪

な
.。
ご
撃

善

通
・
所
得
・
・
髭

竺

鷺

・
を

い
ふ
て
逃
げ
る
こ
歪

な
る
の

恋

も
あ
る
.
尤
、
之
。
課
す

る
三

・
こ
三

な
れ
ば
、
吸
入
聲

轟

で
は
・
か

な

い
・
前
年
度
の
霧

額

に

諏

る
。
。
に
警

な
く
て
は
・
ら
鎗
.
併
し
・
　

・
・
、
四
月
中

・
於
・
・
其
後

・
藩

・
愛
化
の
見
込
を
交

我
国
の
所
得
馨

撃

筆

四
貸

笙

號

五
三
)

五
三

'
,

O



一
我
国
の
所
得
税
を
論
ヂ

雛
鵜
欝
欝

藤

欝

繋

諜

噛嶺
羅羅
　灘

撫

　馴讐

離
縁ロ藤
舞
聾

鱒

.

撫
海

欝

蕪
槻　鑑
欝
囎

響



,

凄

を
考
慮
。
た
の
で
も
あ
ら
う
が
、
・
う
な

・
禧

金
草

し
・
肇

彗

人
に
は
寛
大
に
な
遮

ぐ
る
こ
`

差

り
、
均
し
藩

婁

、
株
を
も

つ
人
の
問
・
も
其
借
金
の
程
度
壁

際
異

ゑ

き
の
に
三

密

+
分
四
控

除

で
は
黍

こ
い
ふ
・、ご
に
・
碁

・
.

言

揚
食

株
・
　

爲
め
揺

霧

す
馨

を
調

べ
上
げ

「る
、
。
が
出
乗
れ
ば
更
し
、
黍

出
來
な
け
れ
ば
、
む
し
ろ
凡

ぺ
て
之
禽

萎

…

・
方
が
徹
底
・
・
.

居

る
。
此
借
金
を
持
出
す

、
ご
に
な
れ
ば
株
の
み
・
享

、
土
地
…

幾
・
か
・
養

誉

も
あ
り
得
る
・
此

等

に
て
う
薯

慮

せ
の
望

、
株
に
於
て
姦

せ
雪

い
・
・
も
不
服
…

べ
き
筈
の
も
の
で
な
い
・
尤
も
株

　擬
態

慰

緩

瞭轄
蝶
謬
馨
蹉
漢

心辱
.

.

之
。
特

に
保
護
す

べ
き
程
・
穂

る
.、
毛

…

.
む
・
ろ
人
・
は
其
馨

を
以

て
之
を
預
金
与

る
か
・
債

券
t
す

る
か
、
土
地
な
で、
に
化
す

る
か
、
株

・
撃

・
か
三

嵐

最

奥

・
で
あ
る
・
夫
の
斟
酌
を
行
謎

短
め
に
假
令
株
式
會
肚
・
窪

を
讐

か
抑

へ
て
も
、
其
は
毫
念

酷
烈

・
・
毛

は
な
《
・
む
し
ろ
之
に
よ

り
其
餐

な
る
窪

・
導
く
べ
き
で
あ
・
。
或
鑛

み
て
嚢

の
馨

の
借
金
の
鰐

を
要
す
ご
い
ふ
な
ら
ば
、

農

の
利
子
を
凡
べ
て
養

す
・
蚤

嚢

藻

・
・
方
が
【艮
・
・
其
場
含

臓
併
・
其

糠

式
に
閲
し
て
の

み
。
享

、
其
他
。
墨

に
關
・
て
・
纂

・
關
・
・
家

計
・
關
…

凡
・
て
匪
別

な
く
適
用
す

べ
き
で
あ

　

る

　

じ

.

.

、
.

'

.我
圃
の
羅

撃

撃

第

+
四
巻

(第

一
號

五
五
)

五
五

■ 、



儀

國
の
所
麗

な
撃

第
+
・
巻

(第

[號

五
さ

五
六

皿

覧

蕪

の
八
高

1

は
私
は
・高
き
に
遇
ぐ
・
か
ら
も

・
・
低
　

芽

が
「畏
い
患

ふ
・
此
は
八

高

鑛

灘

　　　　撫
旗鱗

鞍
撫

「ふ
.、
。
も
あ
ら
-
し
、
實
際
輕
い
馨

ぱ
、
如
何
舞

・
生
蕃

・
・
竃

い
　

其
間
か
ら
絞
り

　
出

せ
な
い
.、
。
は
な
い
.
私
讐

し
ろ
発
露

を
誓

扉

・
下

・
方
婁

を
多

低
く
し
て
出
凍

る
だ

嚢

灘

審
響
議
蠣
髪

灘

鐙
は

ラ　鐸

羅

適灘
翻
韓雛

瀬
嫁

蕪

鍵
紬鍵

て
も
累

進
税

の
議

論
で

い
ふ
た

こ
ご
の
あ

る
通

り
、

三

萬
圓
位
の
蜜

下
の
庭
で
は
下
・
行

く
瞥

小
梨

に
.

鉦
繧

難

鰐

轄
即欝
繧
鐸

鱗

鐸
醗

…
ふ
.
給
付
能
力
の
羅

。
ら
い
・
ぱ
・
以
下
に
て

・茎

・
・
所
得
・
糞

・
・
藷

力
に
大
な
等
差
を
翁

9



」
、
が
、
上
に
行
く
に
・
ふ
て
は
殆
ん
ご
差
　

　

・
.

・
　

・
方
嘉

　

す
の
星

活
必
轟

の

「

…

部

を
。
し
て
。
し

つ
、
あ
り
、
上
に
行
・
に
從
ひ
て
馨

・
中

　

・
・
れ

・
・
`
が
多
く
　

・
或
度
以
上
.

撫
繕
霧

　　簾
一縦

　翻
　　　

繋
誰
綴
織

岨恥鴇
欝
嚢

讐

鎌

撫
　　　　醗
蝋縦
灘
鱗

　囎

糠

餐

響

聾

霧

砲
驚

饗

注
意
し
憂

ば
多
少
　

・得
・.特
・

我
國

の
所
得
税
な
論
ず

-

第
十
四
巻

(第

一
號

五
七
)

、
.五
七
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